
平
成
二
十
八
年
五
月
十
三
日
提
出

質

問

第

二

七

五

号

「
児
童
虐
待
防
止
」
政
策
に
お
け
る
政
府
の
見
解
及
び
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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「
児
童
虐
待
防
止
」
政
策
に
お
け
る
政
府
の
見
解
及
び
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
二
年
に
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
「
児
虐
法
」
と
い
う
。
）
が
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

刑
法
犯
罪
と
な
る
虐
待
事
案
は
、
本
年
一
月
に
埼
玉
県
狭
山
市
で
起
こ
っ
た
、
女
児
が
母
親
ら
か
ら
虐
待
を
受
け
て
死
亡
し
た

事
件
を
は
じ
め
、
メ
デ
ィ
ア
で
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
る
状
況
で
、
一
向
に
な
く
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

軽
微
な
傷
や
痣
、
あ
る
い
は
学
校
や
病
院
の
通
告
に
基
づ
き
児
童
が
続
々
と
実
の
親
か
ら
児
童
相
談
所
（
以
下
、
「
児
相
」
と

い
う
。
）
へ
と
保
護
さ
れ
、
そ
の
結
果
家
族
が
長
期
に
わ
た
り
離
れ
て
し
ま
う
問
題
が
各
地
で
生
じ
て
い
る
現
状
が
存
在
す
る

と
の
声
が
あ
る
。
児
相
内
に
設
置
さ
れ
た
「
一
時
保
護
所
」
に
お
い
て
は
、
児
相
職
員
が
暴
行
・
猥
褻
行
為
な
ど
を
児
童
に
加

え
た
り
す
る
な
ど
、
い
く
つ
も
の
児
相
内
虐
待
事
案
が
最
近
明
る
み
に
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
児
相
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
国
際
連
合
「
児
童
の
権
利
委
員
会
」
の
関
心
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
な
っ
て

お
り
、
一
部
に
つ
い
て
既
に
我
が
国
に
対
し
是
正
勧
告
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

衆
議
院
「
青
少
年
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
（
以
下
、
「
特
別
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
平
成
十
一
年
十
二
月
十
日

付
決
議
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
に
我
が
国
が
批
准
し
た
国
連
児
童
権
利
条
約
（
以
下
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
い

一



う
。
）
を
、
児
童
虐
待
問
題
を
扱
う
法
的
根
拠
と
し
て
い
る
。
成
立
し
た
児
虐
法
及
び
現
実
の
児
相
の
児
童
虐
待
防
止
行
政

は
、
国
連
や
国
際
人
権
団
体
等
か
ら
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
等
の
違
反
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
て
い
る
か
。
ま
た
指
摘
を
受

け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
摘
内
容
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
、
児
虐
法
、
関
連
す
る
児
童
福
祉
法
、
な
ら
び
に
厚
労
省
が

発
出
し
た
通
知
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
手
引
き
の
類
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
等
国
連
の
定
め
た
条
約
・
宣

言
・
見
解
等
と
の
整
合
性
を
精
査
し
、
我
が
国
の
国
内
法
条
文
や
通
知
等
の
記
述
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

二

平
成
十
一
年
七
月
二
十
九
日
、
特
別
委
員
会
に
お
い
て
当
時
の
宮
下
厚
生
大
臣
は
、
「
児
童
虐
待
の
実
態
は
…
犯
罪
的
行

為
に
準
ず
る
も
の
」
で
、
殺
人
罪
と
の
「
境
界
領
域
に
あ
る
」
と
す
る
旨
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
防
止
へ
の
法
的
措
置
を
講

ず
べ
き
こ
と
を
立
法
府
に
対
し
求
め
、
国
会
は
こ
れ
を
受
け
て
児
虐
法
を
可
決
、
成
立
し
た
。
し
か
し
、
児
相
は
、
「
殺
人

罪
と
の
境
界
領
域
」
か
ら
遠
く
離
れ
た
傷
や
痣
一
つ
の
事
案
で
、
十
分
な
証
拠
も
確
認
な
さ
な
い
ま
ま
、
多
数
の
児
童
を
保

護
等
し
て
い
る
現
状
が
存
在
し
、
児
虐
法
に
よ
る
児
童
の
保
護
の
適
用
対
象
を
、
厚
生
大
臣
が
国
会
審
議
で
述
べ
た
と
お

り
、
殺
人
罪
と
の
境
界
領
域
に
あ
る
事
案
を
明
示
的
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も
聞
か
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如

何
。

三

児
相
に
保
護
さ
れ
た
児
童
に
対
し
職
員
が
行
う
施
設
内
虐
待
や
猥
褻
行
為
が
、
近
年
数
多
く
報
道
に
よ
り
明
る
み
に
出
さ

二



れ
て
い
る
。
児
相
保
護
所
内
虐
待
・
猥
褻
行
為
と
、
管
内
に
お
い
て
刑
法
犯
罪
と
な
る
虐
待
事
案
が
起
こ
っ
た
児
相
に
つ
い

て
、
そ
の
児
相
長
が
ど
の
よ
う
に
懲
戒
処
分
を
受
け
た
か
、
平
成
二
十
七
年
度
に
発
生
し
た
す
べ
て
の
事
案
を
列
挙
し
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
実
態
を
国
民
全
員
に
対
し
広
く
情
報
公
開
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
児
相
管
理
職
の
職
務
懈
怠
や
、
保
護
所
内
虐
待
な
ら
び
に
猥
褻
行
為
等
を
発
見
し
た
児
相
職
員
が
こ

れ
を
内
部
告
発
し
た
場
合
に
は
、
無
条
件
で
こ
の
職
員
が
公
益
通
報
者
保
護
法
の
対
象
者
と
な
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も

聞
か
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

厚
生
労
働
省
の
指
針
で
は
、
児
相
が
児
童
の
「
一
時
保
護
」
を
行
う
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
親
子
の
同
意
を
必
要
と

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
例
外
的
に
そ
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
要
件
の
下
で
認
め
ら
れ

る
と
す
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

緊
急
性
が
あ
り
、
一
時
保
護
が
短
期
で
あ
る
こ
と
を
例
外
適
用
の
要
件
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
時
保
護
が
長
期
化
し
て

い
る
現
状
は
、
例
外
的
に
同
意
を
必
要
と
し
な
い
要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
違
法
な
児
童
の
保
護
と
な
っ
て
い
る
か
。

六

児
相
に
よ
る
恣
意
的
な
児
童
保
護
と
長
期
に
わ
た
る
保
護
を
防
ぐ
た
め
、
「
一
時
保
護
」
の
期
間
に
関
す
る
児
童
福
祉
法

と
児
虐
法
の
規
定
は
、
現
行
の
警
察
官
職
務
執
行
法
第
三
条
と
同
等
の
手
続
要
件
と
期
間
の
長
さ
に
改
正
し
て
大
幅
に
短
縮

三



し
、
延
長
は
認
め
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
延
長
を
認
め
る
と
し
て
も
、
延
長
が
必
要
な
要
件

を
厳
格
化
し
て
、
裁
判
所
の
許
可
を
必
要
と
す
る
制
度
に
す
べ
き
と
の
意
見
も
聞
か
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

七

平
成
十
二
年
に
、
江
崎
玲
於
奈
氏
を
座
長
と
し
て
教
育
改
革
国
民
会
議
を
つ
く
り
、
そ
の
教
育
改
革
国
民
会
議
報
告
は
、

家
庭
教
育
に
つ
い
て
「
教
育
と
い
う
川
の
流
れ
の
、
最
初
の
水
源
の
清
冽
な
一
滴
と
な
り
得
る
の
は
、
家
庭
教
育
で
あ
る
。

子
ど
も
の
し
つ
け
は
親
の
責
任
と
楽
し
み
で
あ
り
、
…
家
庭
は
厳
し
い
し
つ
け
の
場
で
あ
り
、
同
時
に
、
会
話
と
笑
い
の
あ

る
『
心
の
庭
』
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
の
教
育
改
革
国
民
会
議
報
告
の
内
容
が
今
現
在
も
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
児
虐
法
第
二
条
と
民
法
第
八
百
二
十
二
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

八

国
連
児
童
の
権
利
委
員
会
は
、
平
成
二
十
二
年
発
出
の
日
本
に
対
す
る
最
終
見
解
（C

R
C

/C
/JPN

/C
O

/3

）
第
六
十
二

項
で
、
「
委
員
会
は
、
学
校
に
お
い
て
行
動
面
で
の
期
待
を
満
た
さ
な
い
児
童
が
、
児
童
相
談
所
に
送
致
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
懸
念
を
も
っ
て
注
目
」
す
る
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
の
国
連
同
委
員
会
の
見
解
を
承
知
し
て
い
る
か
、

ま
た
こ
の
国
連
見
解
に
即
し
て
我
が
国
の
学
校
を
指
導
す
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
て
い
る
か
。

九

厚
労
省
は
、
「
児
童
虐
待
防
止
法
の
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
誤
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
刑
事
上
、
民
事
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
想
定
さ
れ
な
い
」
（
「
子
ど
も
虐
待
対
応

四



の
手
引
き
」
第
三
章
一
（
一
）
）
と
い
う
通
知
を
発
出
し
て
い
る
。
右
の
厚
労
省
通
知
の
、
実
定
法
上
の
根
拠
を
答
え
ら
れ

た
い
。

十

児
相
が
十
分
な
第
三
者
の
監
督
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
家
裁
が
児
相
の
ラ
バ
ー
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
に
行
為
し
て
い
る
問
題

が
で
て
く
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
八
条
申
立
審
判
の
際
に
は
、
児
相
と
家
裁
と
の
「
事
前
相
談
」
を

法
律
で
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
親
権
者
を
「
利
害
関
係
人
」
で
は
な
く
当
事
者
に
昇
格
さ
せ
、
刑
事
事
件
に
匹
敵
す
る
家
庭

裁
判
所
の
証
拠
調
べ
、
同
法
第
二
十
八
条
が
定
め
る
施
設
措
置
要
件
に
厳
密
に
依
拠
し
た
審
判
の
義
務
付
け
、
親
権
者
代
理

人
弁
護
士
の
保
護
さ
れ
た
児
童
へ
の
接
見
、
児
相
が
提
出
す
る
証
拠
を
例
外
な
く
親
権
者
に
開
示
す
る
こ
と
、
な
ど
の
方
法

に
よ
り
審
判
過
程
の
厳
格
化
を
図
り
、
児
相
の
二
十
八
条
申
立
な
ら
び
に
施
設
措
置
期
間
延
長
の
認
容
率
を
三
割
程
度
に
ま

で
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
家
裁
審
判
の
中
立
性
・
第
三
者
性
を
十
分
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
す
べ
て
の
「
一
時
保

護
」
に
関
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
中
立
性
・
第
三
者
性
が
確
保
さ
れ
た
裁
判
所
に
よ
る
事
前
な
い
し
は
事
後
の
審
査
を
義
務

づ
け
る
べ
き
と
の
意
見
も
聞
か
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

十
一

児
相
は
、
保
護
し
た
児
童
の
保
護
者
の
代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
と
、
そ
の
児
童
と
の
接
見
を
認
め
て
お
ら
ず
、
子
ど
も

の
権
利
条
約
第
十
二
条
が
定
め
る
、
児
童
の
意
見
表
明
権
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
の
声
も
あ
る
。
政
府
は
、
こ
の
弁
護
士

五



接
見
禁
止
を
裏
付
け
て
い
る
実
定
法
の
条
文
を
答
え
ら
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
保
護
者
が
選
任
し
た
弁
護
士
が
「
一
時
保
護
」

さ
れ
て
い
る
児
童
に
接
見
す
る
こ
と
は
、
回
数
や
時
間
の
制
限
な
く
、
無
条
件
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

政
府
の
見
解
如
何
。

十
二

一
時
保
護
処
分
や
施
設
入
所
処
分
に
お
い
て
、
こ
れ
と
同
時
に
親
子
間
の
面
会
・
通
信
を
全
部
制
限
（
禁
止
）
す
る
処

分
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
親
子
の
絆
は
常
に
維
持
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
離
れ
て
い
る
親

子
の
面
会
と
通
信
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ご
く
例
外
的
に
、
親
子
間
の
面
会
通
信
の

禁
止
を
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
制
限
を
な
し
う
る
最
長
期
間
を
、
最
大
で
も
一
ヶ
月
の
短
期
に
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
も
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

十
三

平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
児
相
が
な
し
た
面
会
通
信
全
部
制
限
期
間
（
児
虐
法
に
よ
る
も
の
と
行
政
指
導
に
よ
る
も

の
の
両
者
を
含
む
）
を
、
そ
の
長
さ
の
月
別
に
分
類
し
、
各
期
間
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
統
計
数
字
を
踏
ま
え
た
上
で
、
面

会
通
信
全
部
制
限
期
間
に
関
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

十
四

児
相
は
そ
の
保
護
所
内
に
お
い
て
、
人
権
侵
害
を
な
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
児
相
が
そ
の
保
護
し
て
い
る
児
童
に
対

し
、
正
規
の
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
義
務
教
育
の
教
育
課
程
を
、
長
い
場
合
は
一
年
近
く
も
保
障
し
て
い

六



な
い
こ
と
が
あ
る
と
の
声
が
あ
る
が
、
そ
の
法
的
根
拠
を
、
実
定
法
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
文
科
省
は
、
平
成

二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
に
、
児
相
に
保
護
さ
れ
た
児
童
生
徒
に
関
し
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
所
定
の
期
間
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
教
育
を
う
け
ず
と
も
児
童
生
徒
を
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
等
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
、
二
十
七
文
科
初
第
三
百

三
十
五
号
通
知
を
発
出
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
六
条
の
教
育
権
保
障
規
定
に
違
反
す
る
か
、
ま
た
、
こ
の
通

知
に
つ
き
、
法
令
上
の
根
拠
と
、
文
部
科
学
省
の
従
来
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
に
関
わ
る
主
張
と
の
整
合
性
を
説
明
さ
れ
た

い
。

十
五

一
時
保
護
所
な
ら
び
に
児
童
養
護
施
設
等
に
お
い
て
、
児
童
に
対
し
、
児
童
を
管
理
す
る
目
的
で
、
向
精
神
薬
が
投
与

さ
れ
、
ま
た
反
抗
す
る
児
童
が
、
精
神
病
院
へ
送
ら
れ
て
い
る
現
状
が
存
在
す
る
と
の
声
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
で
あ
る

か
。

十
六

児
童
福
祉
法
第
四
十
七
条
第
三
項
に
基
づ
く
施
設
長
の
措
置
権
が
、
違
法
に
、
親
権
・
監
護
権
を
凌
駕
す
る
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
こ
の
条
文
の
規
定
は
、
親
権
者
・
監
護
権
者
に
子
を
連
れ
戻
す
こ
と
を
許
さ
な
い
こ
と
以

外
に
い
か
な
る
権
限
を
も
施
設
長
に
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
声
が
あ
る
。
従
っ
て
、
施
設
措
置
さ
れ
て
い
る
す
べ
て

の
児
童
に
つ
い
て
、
親
権
者
・
監
護
権
者
の
十
全
な
親
権
行
使
を
正
当
に
認
め
る
と
と
も
に
、
児
童
福
祉
法
第
四
十
七
条
第

七



三
項
の
条
文
は
廃
止
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

十
七

効
率
的
に
児
童
虐
待
防
止
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
児
童
虐
待
防
止
に
関
し
先
進
的
な
政
策
を
と
る
オ
ラ
ン
ダ
等

諸
外
国
に
学
ん
で
、
親
子
の
分
離
は
最
長
一
年
程
度
に
と
ど
め
、
そ
の
後
は
、
必
要
に
応
じ
家
裁
決
定
に
よ
る
後
見
人
を
つ

け
つ
つ
、
親
か
ら
離
れ
た
児
童
は
一
年
以
内
に
家
庭
に
戻
し
、
行
政
の
在
宅
支
援
に
支
え
ら
れ
た
各
家
庭
の
自
助
努
力
に
よ

り
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
政
策
へ
と
抜
本
的
に
転
換
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

十
八

国
連
児
童
の
権
利
委
員
会
は
、
我
が
国
の
児
相
シ
ス
テ
ム
に
人
権
上
の
問
題
が
存
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
平
成

二
十
二
年
の
上
記
最
終
見
解
第
六
十
三
項
で
「
児
童
相
談
所
の
シ
ス
テ
ム
及
び
そ
の
作
業
方
法
に
関
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
成
果
に
関
す
る
評
価
も
含
め
独
立
し
た
調
査
を
委
託
し
、
次
回
の
定
期
報
告
に
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
情
報

を
含
め
る
こ
と
を
勧
告
」
し
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
の
国
連
同
委
員
会
の
求
め
る
「
独
立
し
た
調
査
」
を
行
っ
て
い
る
か
。

行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
進
捗
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


